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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
つ
い
て（
お
し
ら
せ
）

　

1 0
月
1
日
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

接
種
後
2
週
間
か
ら
約
5
ヶ
月
間
、
免
疫
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に
、
早
め
に
予
防
接
種
を
受
け
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

接
種
期
間 

：
令
和
5
年
1 0
月
1
日
〜
令
和
6
年
3
月
3 1
日

接
種
場
所
：
① 

西
粟
倉
村
診
療
所 
（※

予
約
が
必
要
で
す
。
午
後
の
時

　
　
　
　
　
　

 

間
帯
に
お
電
話
く
だ
さ
い
）℡
７
９
ー
２
２
２
０

　
　
　
　
　

② 

県
内
の
医
療
機
関 

（※
予
約
が
必
要
で
す
）

　
　
　
　
　

③ 

県
外
の
医
療
機
関 

（※
県
外
で
接
種
さ
れ
る
6 5
歳
以
上

　
　
　
　
　
　

 

の
方
は
事
前
に
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い)

持 

参 

物
：
保
険
証
な
ど
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の
（
助
成
券
が
送
付

　
　
　
　
　

さ
れ
て
い
る
方
は
必
ず
一
緒
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

料　

金　

：
下
記
の
と
お
り
（
各
年
齢
や
世
帯
に
応
じ
て
、
助
成
の
有
無

　
　
　
　
　

や
、
助
成
額
が
異
な
っ
て
い
ま
す
）

※

中
学
３
年
生
以
下
の
方
で
、
西
粟
倉
村
診
療
所
以
外
の
医
療
機
関
で
接

種
さ
れ
た
場
合
は
、
領
収
書
・
接
種
証
明
書
・
印
鑑
・
受
け
取
り
口
座
の

通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
保
健
福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

１,５００円１,５００円
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保健福祉課　79-2233 西粟倉村診療所　79-2220

年齢別 ０歳から１２歳まで １３歳から１５歳まで

６５歳以上
６０～６４歳で、心臓・腎臓・
呼吸器の機能障害、またはヒト
免疫不全ウイルスによる免疫機
能に障害を有する方。

回数 ２回接種 １回接種 １回接種

世帯別 生活保護・
非課税世帯の方 課税世帯の方 生活保護・

非課税世帯の方 課税世帯の方 生活保護・
非課税世帯の方 課税世帯の方

　西粟倉村診
療所で接種
される場合

　西粟倉村診
療所以外で
接種される
場合

【
自
己
負
担
額
】

０円０円 ０円 １,７００円
（１回あたり）

【
自
己
負
担
額
】 

【
助
成
額
】

０～１２歳

３,０００円

　　

１３～１５歳

３,０００円

　　

１３～１５歳

１,５００円

　　

６５歳以上

４,６００円

　　

６５歳以上

２,９００円

　　

０～１２歳

１,５００円

　　

医療機関により異なる

ご不明な点などございましたら、お気軽に下記までお問い合わせください。

※保健福祉課
からお送りす
る助成券を必
ずご提示くだ
さい。

※保健福祉課
からお送りす
る助成券を必
ずご提示くだ
さい。

※保健福祉課
からお送りす
る助成券を必
ずご提示くだ
さい。

保健福祉課　79-2233

令
和
５
年
度
「
高
齢
者
肺
炎
球
菌
」定
期
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

こ
の
予
防
接
種
は
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
気
管
支
炎
や
肺
炎
、
敗
血
症
な

ど
を
予
防
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
令
和
5
年
度
高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
定
期
予
防
接

種
の
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。※

対
象
の
方
に
は
、
個
別
に
案
内

（
非
課
税
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
案
内
と
助
成
券
）
を
発
送
し

ま
す
。

※

既
に
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
（
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス

N
P

）
を
接
種
し
た

方
は
、
原
則
、
対
象
外
で
す
。

■
西
粟
倉
村
と
契
約
の
あ
る
下
記
医
療
機
関（
令
和
5
年
9
月
1
日
現
在
）

で
接
種
で
き
ま
す

岡
山
県
内
す
べ
て
の
医
療
機
関

岡
山
県
外
の
医
療
機
関

・
国
民
健
康
保
険　

智
頭
病
院

・
鳥
取
市
立
病
院

・
医
療
法
人
聖
医
会　

佐
用
中
央
病
院

・
医
療
法
人
社
団
一
葉
会　

佐
用
共
立
病
院

・
医
療
法
人
社
団　

岡
本
医
院

・
医
療
法
人
社
団　

み
ど
り
の
会　

酒
井
病
院

※

上
記
以
外
の
県
外
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合
、
契
約
の
必
要
が
あ
る

た
め
、
接
種
の
1
週
間
以
上
前
に
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

・
令
和
5
年
度
中
に
6 5
歳
、
7 0
歳
、
7 5
歳
、
8 0
歳
、
8 5
歳
、

　
　

9 0
歳
、
9 5
歳
、
1
0
0
歳
と
な
る
方

　
・
令
和
5
年
度
中
に
6 0
歳
か
ら
6 5
歳
未
満
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

　
　

呼
吸
器
・
免
疫
機
能
の
い
ず
れ
か
に
日
常
生
活
が
極
度

　
　

に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方



農
地
法
に
か
か
る
許
可
申
請
及
び
届
出
に
つ
い
て

　

農
地
（
田
、
畑
等
）
の
所
有

権
を
移
転
し
、
ま
た
は
そ
の
他

の
権
利
を
設
定
若
し
く
は
移
転

し
よ
う
と
す
る
と
き
、
あ
る
い

は
農
地
の
所
有
者
自
ら
が
、
農

地
以
外
（
宅
地
、
駐
車
場
等
）

に
す
る
と
き
、
ま
た
は
農
地
を

農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
た

め
、
そ
の
所
有
権
を
移
転
し
、

ま
た
は
そ
の
他
の
権
利
を
設
定

若
し
く
は
移
転
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
農
地
法
に
よ
る
許
可

ま
た
は
届
出
を
得
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
こ
れ
ら
の
手
続
き
を

経
ず
に
農
地
転
用
等
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

該
当
に
な
る
場
合
は
、
次
の

表
を
参
考
に
西
粟
倉
村
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※

農
振
農
用
地
（
青
地
）
は
、

農
振
農
用
地
か
ら
除
外
し
て

か
ら
で
な
い
と
転
用
申
請
が

で
き
ま
せ
ん
。
農
振
除
外
に

つ
い
て
は
、
産
業
観
光
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

工
事
等
で
一
時
的
に
農
地

を
利
用
（
転
用
）
す
る
必
要

が
あ
る
場
合
で
も
、
農
業
委

員
会
か
ら
の
許
可
が
必
要
で

す
。
計
画
が
あ
る
時
点
で
、

早
め
に
各
地
区
の
農
業
委
員
・

事
務
局
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※

ま
た
、
各
種
手
続
き
を
行

う
前
に
は
、
必
ず
各
地
区
の

農
業
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■西粟倉村農業委員名簿
地区 委員名 地区 委員名

大茅 上山　光重 別府 青木　英隆

坂根 田中　裕之 引谷 小椋　義宣

猪之部 井上　誠 中土居 春名　昌美

塩谷 新田　茂 下土居 春名　光博

谷口 政久　剛志 筏津 神原　秀吾

影石 萩原　眞壽雄 知社 清水　貴志

温
度
を
保
っ
た
ま
ま
、
窓
を
開
け
ず

に
屋
内
と
屋
外
と
の
空
気
を
常
時
入

れ
換
え
る
こ
と
の
で
き
る
換
気
設
備

で
す
。
こ
の
設
備
の
導
入
に
よ
り
、

感
染
症
対
策
に
も
効
果
が
上
が
る
と

と
も
に
冷
暖
房
の
効
率
も
大
き
く
上

が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
か
ら
も
以

下
の
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備
整
備

を
順
次
導
入
し
て
い
く
予
定
で
す
。

・
窓
ガ
ラ
ス
を
高
い
断
熱
性
と
遮
熱

性
を
持
つ
真
空
遮
熱
ガ
ラ
ス
に
交
換

・
地
中
熱
を
利
用
し
た
井
水
冷
房
設

備
（
井
戸
水
で
冷
や
し
た
空
気
を

冷
房
と
し
て
利
用
）
を
導
入

・
屋
根
上
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

導
入

　

以
上
の
５
つ
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
年
間
C
O
2
排
出
量
は
全
体

で
1
7
0
ト
ン
削
減
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
を
実

践
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
・
安
心
な
教
育
環
境
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
村
民

の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お
か
け

す
る
時
期
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

村
は
、
2
0
2
2
年
4
月
に
環

境
省
か
ら
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」

の
選
定
を
受
け
ま
し
た
。「
脱
炭
素

先
行
地
域
」
と
は
、
2
0
3
0
年

ま
で
に
民
生
部
門
の
電
力
消
費
に

よ
る
C
O
2
排
出
実
質
ゼ
ロ
（
排

出
す
る
量
と
、
吸
収
す
る
量
を
均

衡
さ
せ
る
こ
と
）
を
目
指
す
地
域

の
こ
と
で
す
。
2
0
2
7
年
ま
で

の
５
年
間
で
、
公
共
施
設
や
観
光

施
設
、
村
営
住
宅
な
ど
へ
の
太
陽

光
発
電
の
導
入
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
の
導
入
、
電
気
自
動
車
の
導

入
を
行
い
ま
す
。

LED照明で明るくなった教室
LED照明に変えることにより
年間 C O 2 排出量　 3 8 トン削減！

自動で換気を行う高効率空調機
高効率空調機の導入により
年間 C O 2 排出量 2 4トン削減！

　

本
年
度
で
は
小
学
校
と
中
学
校
に

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
向
上
と

省
エ
ネ
に
よ
る
経
費
の
節
減
を
目
的

と
し
て
L
E
D
照
明
器
具
と
高
効

率
空
調
機
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
導
入
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

取
り
組
み
①　

照
明
器
具
を
蛍
光

灯
か
ら
L
E
D
へ
交
換

　

小
中
学
校
の
全
て
の
照
明
器
具

を
蛍
光
灯
か
ら
、
少
な
い
電
力
消

費
量
で
従
来
よ
り
も
校
内
全
体
が

明
る
く
な
る
よ
う
、
L
E
D
電
灯

に
取
り
替
え
ま
し
た
。

取
り
組
み
②　

高
効
率
空
調
機
の

導
入

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

蔓
延
し
た
こ
と
で
、「
換
気
」
設
備

の
重
要
性
が
格
段
に
上
が
り
ま
し

た
。
今
回
、
教
室
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
に
導
入
し
た
高
効
率
空
調

機
は
、
冷
暖
房
で
調
整
し
た
室
内
の

広報にしあわくら 10 月号　　1617　　広報にしあわくら 10 月号　　

産業観光課　79-2230地方創生推進室　79-2221

「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
を
活
用
し
、
教
育
環
境
の
向
上
を
進
め
て
い
ま
す
。

小
学
校
・
中
学
校
に
L
E
D
照
明
器
具
と
高
効
率
空
調
機
を
導
入
し
ま
し
た
。

目的 内容 対象農地 農地法 種別

耕作目的 農地の売買、贈与、
賃借等

全農地 ３条第１項 許可

相続等 相続等による権利の
取得

全農地 ３条の３第１項 届出

農地を農地以外のも
のにするとき

農地転用（宅地、駐
車場等にする）

農振農用地区域
外（白地）

４条第１項 許可

農地を農地以外のも
のに転用するため、
権利を設定、移転す
るとき

農地転用（宅地、駐
車場等にするため、
売買、贈与、賃借等
の設定、移転）

農振農用地区域
外（白地）

５条第１項 許可



Q . 困ったことは？
A . ご飯が多かった。気温
が低かった。　佐藤　里織

           

教育委員会　79-2216

　
持
続
的
な
地
域
を
作
り
あ
げ
る
に
は
地

域
の
「
あ
り
た
い
姿
」
を
描
く
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。村
の
第
六
次
総
合
振
興
計
画
で

は
図
の
よ
う
な
「
わ
く
わ
く
す
る
地
域
」
を

村
民
の
皆
様
と
一
緒
に
描
き
ま
し
た
。３
年

経
っ
た
今
、思
い
描
い
た
地
域
に
近
づ
い
て

ま
す
か
？

　
一
方
で
、全
国
で
も
地
域
の
あ
り
た
い
姿

を
描
く
動
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。林
業
が

盛
ん
で
村
と
同
様
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
北
海
道
下
川
町
で

は
、「
世
界
か
ら
目
標
と
さ
れ
る
ま
ち
」
や

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
未
来
世
代
の
幸
せ

を
育
む
ま
ち
」等
を
目
標
と
し
て
お
り
、
村

の
描
い
た
姿
に
は
無
い
一
面
を
表
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。今
後
に
向
け
て
、
他
の
地
域

の
事
例
も
参
考
に
し
つ
つ
、西
粟
倉
ら
し
い

「
あ
り
た
い
姿
」を
一
緒
に
描
き
、
行
動
・
実

現
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
地
方
創
生
推
進
室　

萩
森

未
来
都
市
に
し
あ
わ
く
ら

S
D
G
s

村
の
「
あ
り
た
い
姿
」
を
考
え
る
た
め
に
は…

38
第

話

　
小
学
校
４
年
生
の
子
が
「
夏
に
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
を
作
り
た
い
！
」
と
声
を

挙
げ
、
６
月
か
ら
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
大
好
き
な
ス
イ
カ
を
た
く
さ
ん

入
れ
る
こ
と
や
仕
上
げ
に
は
サ
イ
ダ
ー
に
メ
ン
ト
ス
を
入
れ
て
、
噴
水
の
よ
う

に
吹
き
出
す
演
出
を
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
企
画
を
進
め
ま
し
た
。

　
当
日
は
幼
稚
園
児
〜
小
学
生
が
集
ま
り
、
仕
上
げ
の
演
出
に
一
同
拍
手
が
起

き
る
大
盛
り
上
が
り
！
大
成
功
で
し
た
。

　
後
日
、
参
加
者
の
子
が
「
家
で
も
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
を
作
り
た
い
」
と
い
っ

て
家
族
で
挑
戦
し
た
と
い
う
お
話
を
保
護
者
の
方
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
企
画
者

の
子
に
伝
え
る
と
「
も
う
一
つ
の
願
い
が
叶
っ
た
！
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
実
は
「
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
き
っ
か
け
と
し
て

参
加
者
に
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
う
一
回
作
っ
て
ほ
し

い
！
」
と
い
う
の
も
企
画
の
目
標
に
し
て
い
た
こ
と
だ
っ

た
の
で
す
。

　
「
や
っ
て
み
た
い
」
が
１
人
の
子
か
ら
ほ
か
の
子
に
も

広
が
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人N

est

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
今
井
晴
菜

「
や
っ
て
み
た
い
」
の
輪
を
広
げ
た

小
４
女
の
子
企
画
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
作
り

特
色
あ
る

教
育
通
信

　
８
月
14
日
〜
８
月
23
日
に
実
施

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研

修
。
子
ど
も
た
ち
は
、
慣
れ
な
い

生
活
環
境
の
な
か
で
試
行
錯
誤
し

な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
最
初
は
緊
張
し
て
い
ま

し
た
が
、
お
別
れ
の
日
に
は
ハ
グ

を
し
た
り
、
思
い
出
を
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
失
敗
を
恐
れ

ず
、
挑
戦
す
る
こ
と
で
貴
重
な
経

験
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
化
の
違
い
に
も
触
れ
、
多
様
な

生
き
方
を
学
び
帰
国
し
ま
し
た
。

Q . オーストラリアの子と仲良くなる
には？
A . 自分が英語を話せなくても関係な
く話しかける。　チャールズ　義伸

Q . 学校生活はどうだった？
A. 最初は不安だったけど、みんな優しくてとても
楽しかった。　野田 紗希

Q . 成長したことは？
A . 笑顔で乗り切ること、助けを求める
こと。素直になること。　　延東　なお

Q . オーストラリアの感想は？
A . 遊 び は 日 本 と 似 て い て、
世界共通な点が面白かった。
萩原　千陽

Q . 挑戦したことは？
A . 英語で話すこと。英語を聞き取
るのは難しかった。　　春名　琉香

Q. オーストラリアのおすすめは？
A. 食べたことのない料理が食べら
れること。　　福井  小笑

Q. 文化の違いは？
A. 家の中は土足。寝る時間
が早い。物価が高かった。
小松　陽葉

Q . 次回参加する人へアドバイス
A . 寒いので防寒着を。英語は勉強
していた方が良い。　福井　小芽

Q. 新たな発見は？
A. 日本産の車が多かった。クリケット
が楽しかった。　　　西岡　寛太

Q . ホームステイの感想
A . ホストファミリーが優しく不
安が解消された。　坂本　魅來

Q . 休日の過ごし方は？
A . キャンベラの動物園
に連れて行ってもらっ
た。スポーツ観戦もし
た。　　関　伽奈美

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
語
学
研
修

Q . 思い出は？
A . いろんな子たちから
話しかけられて、会話
ができた。
桝岡　明生

村民や関係者から出された 10 年後のわくわくする村の姿（一部）

共存・循環

全ての人の
生きがい
つながり

百年の森林

誰もが安心し
て暮らせる

自給自足ができる 村民の和

多様性

誰もが村を
愛する 都市の自由さと農村

の温かさが共存

緑とテクノロジー

変わりなく
自然豊か世界とつながる

行事・文化を
大切にする村

いつもチャレンジ
する村

子供の数が増える
地域・次世代
との絆

助け合い・支え
あいが出来る

誰もが生きがい
を感じる

広報にしあわくら 10 月号　　1819　　広報にしあわくら 10 月号　　



西粟倉むらまるごと研究所

む
ら
ま
る
ご
と
研
究
所
通
信

                     vo
l.23

【
む
ら
ま
る
ご
と
研
究
所
は

毎
月
む
l
a
b
o
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
！
】

　　

今
月
は
、
毎
月
実
施
し
て
い
る
オ
ー
プ
ン
デ
ー
に
つ
い
て

ご
紹
介
を
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
は
交
流
拠
点
で
あ
る
む
l
a
b
o
で
月
に

一
度
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、今
年
度
か
ら
は
各
回
に
テ
ー

マ
を
持
た
せ
、
む
ら
ま
る
研
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
む
l
a
b
o
に

あ
る
機
能
を
生
か
し
た
企
画
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
前
半
で
は
、「
地
域
の
食
」
の
回
に
給
食
の
元
調
理
師
の
方
々

が
調
理
室
を
使
っ
て
ご
ん
だ
ら
煮
を
販
売
し
た
り
、「
こ
ど
も
縁
日
」
の
回

に
子
ど
も
た
ち
が
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
で
作
っ
た
射
的
や
ス
タ
ッ
フ
と
一

緒
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
を
出
店
し
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
歴
史
と
文
化
」
の
回
で
は
郷
土
探
訪
ク
ラ
ブ
の
方
々
と
屋
号
・
小

字
を
電
子
の
地
図
上
に
紐
づ
け
デ
ー
タ
化
し
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
が
た
だ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
く
、
む
ら
ま
る
研
が
提
供

で
き
る
場
所
、
機
械
や
人
材
、
つ
な
が
り
を
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
村
民

の
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
や
願
い
が
実
現
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
来
場
さ
れ
た
方
に
も
何
か
新
し
い
発
見
の
あ
る
場
を

目
指
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
！

　

日
程
は
広
報
裏
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

           

保健福祉課　79-2233

第
３
回
村
民
卓
球
大
会　

　

９
月
17
日（
日
）に
西
粟
倉
中
学
校
に
て
、
第
３
回
村
民
卓
球
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
中
学
生
か
ら
70
歳
代
の
方
が
、
熱
く
楽
し
く
打
ち
合
い
ま
し
た
。

　

併
せ
て
行
っ
た
ベ
テ
ラ
ン
講
師
の
体
験
教
室
で
は
、
み
な
さ
ん
、
短
時
間

で
上
達
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

台
風
７
号
に
よ
る
道
路
災
害
の

発
生
に
つ
い
て

の
路
線
が
美
作
市
と
の
連
絡
道
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
国
に
災
害
復
旧
事
業

を
申
請
す
る
な
ど
、
早
期
開
通
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
規
模
な
工
事
と
な
る
見
込
で
、
当

面
、
通
行
止
め
で
の
工
事
に
な
り
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

令
和
５
年
８
月
15
日
か
ら
16
日
の

台
風
７
号
の
通
過
に
よ
り
、
鳥
取
県

の
鳥
取
市
佐
治
町
や
岡
山
県
の
鏡
野

町
な
ど
両
県
の
県
境
付
近
で
猛
烈
な

降
雨
が
あ
り
、
多
く
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。
本
村
で
も
、
坂
根
観
測

所
で
は
、
最
大
１
６
７
ミ
リ
の
24
時

間
雨
量
を
観
測
し
ま
し
た
。
災
害
発

生
基
準
80
ミ
リ
の
２
倍
以
上
の
雨
量

で
し
た
。

　

こ
の
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
村

道
筏
津
知
社
線
（
旧
・
大
規
模
林
道

で
筏
津
橋
か
ら
美
作
市
東
谷
に
越
え

る
道
路
）
の
知
社
地
内
、
市
村
境
付

近
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
付
法
面
が
、

高
さ
約
25
ｍ
、
幅
約
50
ｍ
に
渡
っ
て

大
規
模
に
崩
落
し
ま
し
た
。
こ
の
法

面
は
６
月
の
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
新
た

な
ひ
び
割
れ
を
確
認
し
、
安
全
確
認

の
た
め
通
行
止
め
を
実
施
し
調
査
を

計
画
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
こ

建設課　79-2231

行
政
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

10
月
16
日（
月
）か
ら
22
日（
日
）
は
「
行
政
相
談
週
間
」
で
す

　
「
行
政
相
談
週
間
」
は
、
総
務
省
が
行
政
相
談
制
度
を
広
く
国
民

の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
国
な
ど
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
の
困
り
ご
と
や
苦
情
、
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、【
総
務
省
岡
山
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー
】
で
は
、

年
間
を
通
じ
て
様
々
な
方
法
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
等
）
で
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

総務省岡山行政監視行政相談センター　0570-090110

広報にしあわくら 10 月号　　2021　　広報にしあわくら 10 月号　　

むらの調理室
4月 “地域の食”

郷土料理「ごんだら煮」

むらの研究室
5月 “歴史と文化”

屋号・小字のマッピング

むらの工作室
8月 “こども縁日”
射的屋さんなど

と
き
：
10
月
20
日（
金
）13
時
〜
16
時

と
こ
ろ
：
い
き
い
き
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

行
政
相
談
委
員
：
山
根
順
二
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先
：
西
粟
倉
村
役
場

保
健
福
祉
課
（
T
E
L
０
８
６
８
ー
７
９
ー
２
２
３
３
）

※
役
場
の
仕
事
や
手
続
き
に
関
す
る
ご
質
問
、

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！



美作市消防署警防課　72-2603

           

10
月
は
里
親
月
間
で
す

■『
里
親
』
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ

　

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
を
家
庭
に
迎
え
て
育
て
て
く
だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

■『
里
親
制
度
』
は
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ
た
家
庭
環
境
の

　

下
で
の
養
育
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
家
庭
で
の
生
活
を
通
じ
て
、

　

子
ど
も
が
成
長
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
特
定
の
大
人
と
の
愛
着
関
係
の

　

中
で
養
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
有
意
義

　

な
制
度
で
す
。

■
温
か
い
家
庭
の
味
を
知
ら
ず
、
里
親
さ
ん
と
の
暮
ら
し
を
心
待
ち
に
し
て

　

い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
子
ど
も
が
好
き
な
方
、
子
育
て
が
一
段
落
つ
い

　

た
方
、
子
育
て
経
験
を
生
か
し
た
い
方
な
ど
、
里
親
制
度
に
興
味
を
お
持

　

ち
の
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
７
０
８‒

０
０
０
４

　

岡
山
県
津
山
市
山
北
２
８
８

－

１

　

岡
山
県
津
山
児
童
相
談
所　

子
ど
も
支
援
課

　
T
E
L
：
０
８
６
８

－

２
３

－

５
１
３
１

　
F
A
X
：
０
８
６
８

－

２
３

－

５
１
３
２

令
和
５
年
度
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

緊
急
消
防
援
助
隊
合
同
訓
練

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
が
発
生
し
、
被
災
地
の
消
防
機
関
だ
け
で
対
応

が
難
し
い
と
き
、
全
国
の
消
防
本
部
や
航
空
隊
が
「
緊
急
消
防
援
助
隊
」

と
し
て
応
援
に
か
け
つ
け
ま
す
。

　

こ
の
訓
練
は
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
「
緊
急
消
防
援
助
隊
」
の
技

術
及
び
連
携
活
動
能
力
強
化
を
図
る
目
的
と
し
て
毎
年
度
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
の
訓
練
で
は
、
消
防
車
両
約
１
５
０
台
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
12
機
が
県

北
に
集
結
す
る
ほ
か
、
自
衛
隊
、
警
察
、
D
M
A
T
な
ど
総
勢
約
１
０
０

０
名
が
参
加
し
ま
す
。

　

訓
練
を
見
学
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
時：令
和
５
年
10
月
28
日
（
土
）、
29
日
（
日
）

場　

所
：
苫
田
ダ
ム
周
辺
（
鏡
野
町
ほ
か
）

※
美
作
市
消
防
本
部
内
で
も
図
上
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
が
、
一
般
見
学
に
は
対
応
し
て
い

ま
せ
ん
。

あ
わ
く
ら
大
学
９
月
講
座　
音
楽
鑑
賞
会

終
始
笑
い
声
が
聞
こ
え
、
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

９
月
15
日
（
金
）
に
、
あ
わ
く
ら

会
館
百
森
ひ
ろ
ば
に
て
９
月
講
座
・

音
楽
鑑
賞
会
を
行
い
ま
し
た
。「
“
癒

や
し
の
竹
笛
”
パ
ン
フ
ル
ー
ト
と
歌

が
つ
な
ぐ
人
と
人
の
心
」
と
題
し
ま

し
て
、
パ
ン
フ
ル
ー
ト
奏
者
の
今
井

勉
さ
ん
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
５
月
に
も
お
越
し
い
た
だ

き
、
大
変
人
気
の
講
座
と
な
っ
た
た

め
、
あ
わ
く
ら
大
学
で
は
珍
し
い
２

年
連
続
の
講
演
と
な
り
ま
す
。
竹
で

作
成
し
た
パ
ン
フ
ル
ー
ト
は
と
て
も

優
し
い
音
色
で
、
懐
か
し
い
曲
を
た

く
さ
ん
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
パ
ン
フ
ル
ー
ト
の
合
間

に
と
て
も
力
強
い
歌
声
も
披
露
し
て

い
た
だ
き
、
手
拍
子
を
し
た
り
一
緒

に
歌
っ
た
り
と
会
場
が
と
て
も
賑
わ

い
ま
し
た
。
大
学
生
か
ら
は
、「
よ

う
笑
っ
た
わ
ぁ
」「
来
年
も
来
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
井
さ
ん
の
軽
快
な
ト
ー
ク
に
、

教育委員会　79-2216

【岡山県から委託を受けた調査実施期間 】 
公益財団法人中国 地域創造研究センター
082-241-9952 専用窓口
【調査主体】 岡山県 子ども ・福祉 部子ども未来課

県
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
す

「
岡
山
い
き
い
き
子
ど
も
プ
ラ
ン
2
0
2
5（
仮
称
）」の
策
定
の
た
め
、

結
婚
や
妊
娠
・
出
産
、子
育
て
に
関
す
る
現
状
や
意
識
な
ど
に
つ
い
て
、

県
民
の
皆
様
の
ご
意
見
の
収
集
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

岡山県 HP

■一般意識調査■
調査対象者：20 ～ 49
歳までの男女
※無作為に抽出します。

■子どものいる世帯調査■
調査対象者：保育所、幼
稚園及び小学３年生まで
の児童の保護者

調査対象者のご自宅に届
きます。宛名の方がご回
答ください。

▼回答方法 ▼
①調査票に記載の URL から オンライン で回答
②調査票 に直接回答 を 記入 して 郵送 で返送

無作為に抽出した施設から、
調査対象者へ配布します。子
どものご両親、またはそれに
準じる方がご回答ください。

10 月２４日（火）までに
回答をお願いします。

■高校生 調査 ■
調査対象者：高校 ２～３
年生※無作為 に学校 を 抽
出し ます。

無作為に抽出した学校か
ら、調査対象者へ配布しま
す。本人がご回答ください。

９月 2 ９ 日（金） から 調査票を発送 ・ 配布 します

県民意識調査の流れ

広報にしあわくら 10 月号　　2223　　広報にしあわくら 10 月号　　



お
し
え
て
ね
ん
き
ん

村 か ら の お 知 ら せ 村 か ら の お 知 ら せ

広報にしあわくら 10 月号　　2425　　広報にしあわくら 10 月号　　

お問合せ　津山年金事務所　0868-31-2360

俳
句

発送時期 対象者

令和５年１０月下旬から
１１月上旬にかけて順次発送

令和５年１月１日から
令和５年９月３０日までの間に
国民年金保険料を納付された方

令和６年２月上旬 令和５年１０月１日から
令和５年１２月３１日までの間に
国民年金保険料を納付された方。
①の対象者は除きます。

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
　　
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税
所得から控除されますが、控除の対象となるのは、令和５年中（令和５年１月１日
から令和５年１２月３１日）に納められた保険料の全額です。 ( 令和５年中に納め
られたものであれば、過去の年度分の保険料や追納された保険料も控除の対象とな
ります。 )

本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年
末調整や確定申告の際に、保険料を支払ったことを証明する書類の添付が必要とな
ります。
　このため、日本年金機構から次のスケジュールで「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が対象者宛に発送されますので、お手元に届きましたら、大事に保管
し、年末調整や確定申告の際に使用してください。

　なお、ご家族（配偶者やお子様等）の負担すべき国民年金保険料を支払っている
場合は、ご自身の国民年金保険料に加え、その保険料についても控除が受けられま
す。
　国民年金制度は、税法上とても有利なだけではなく、老後はもちろん不慮の事故
など万一のときにも心強い味方となる制度です。

　　　　　　　　　　　　　　

「
兼
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。
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広報にしあわくら 10 月号　　26

● 人口　1,354人（-3）  

● 世帯　601戸 （±0）

令和5年9月1日現在の動き人の動き 8月中の移動

出生
死亡
転入
転出

　●  男  642人   （-1）

●  女   712人   （-2） 

0 人
5 人
5 人
3 人

社協だより地域福祉推進
のために

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

黄金泉 大人800円→600円
小人600円→500円

元　湯
大人500円→400円
小人250円→200円
（小学生未満無料）

赤い羽根共同募金のお願い

老人クラブ連合会もスポーツの秋です！

ミニシルバー人材センターより

 

　８月 21 日（月）にシルバー会員を対象に「剪定講習会」を
開催しました。講師は、樹木医　鈴木　肇先生にお願いし、当
日は８名の参加者で行いました。
　初めに座学でそれぞれの木の特性などを習い、その後、西粟
倉駅で先生の実技指導の下、実習を行いました。
　今後も、技術の向上、後継者の育成を行ってまいります。
剪定のご依頼は、シルバー事務局までお問い合わせください！

ひとり　ひとりのやさしさが　あなたの住む村を　もっとやさしくしてくれます。
　赤い羽根の共同募金運動は、皆さんのやさしい気持ちを集める「国民たすけあい運動」として開始さ
れた活動です。地域で寄せられた募金は、地域で行われる多様なボランティア活動や福祉活動に役立て
られます。また、地震や台風、豪雨などの大規模な災害が発生した際には、募金の一部が被災地へと送られ、
被災された方々を支えるボランティア活動の支援にも活用されます。
あなたのやさしさ・声掛け・行動が村を変えていくはじめの一歩となります。
今年も、皆さんのご協力をよろしくお願い致します。

善意の窓 令和5 . 8 . 2 9　～　令和5 . 9 . 2 2

● お悔やみ申し上げます 別府　西本　高志　様　　　母　榮子　様　　香典返し

■ 幸せ多い人生を

井口　拓朗　様　＜別府＞　（上野）恵里　様　＜別府＞

大茅　矢部　正幸　様　　　母　千代惠様　　香典返し

別府　白岩　典子　様　　　夫　壮一　様　　香典返し

引谷　平田　鈴子　様　　　夫　康典　様　　香典返し

【村老連杯ゲートボール大会】
　８月３１日（木）大会が開催されました。
　どのチームも日頃の練習の成果がでて好プレー
が出ていました。

【成　績】
　　優　勝　　　大　　茅　チーム
　　準優勝　　　長　　尾　チーム
　　第３位　　　チーム・グリーン　

おめでとうございます！

【村老連杯グラウンド・ゴルフ大会】
　９月２１日（木）大会が天岡グラウンドゴル
フ場で開催され、２９名の参加がありました。
白熱したプレーが繰り広げられました。上位８
位の方は、１１月に開催される美作地区大会へ
出場されます。

【成　績】
　　優　勝　　榎原　映子　さん（筏　津）
　　準優勝　　野田　久子　さん（塩　谷）
　　第３位　　豊福　秀樹　さん（猪之部）　

おめでとうございます！

 

毎月広報係が内容を精査し、掲載の可否を決定します。（15日頃までの投稿を次号へ掲載）
事業性のある広告は一般チラシとして有料で折り込みを受け付けています。留意事項

［ 投 稿 方法 ］
・パソコン・スマートフォンから…
西粟倉村役場ホームページにアクセス→ 画面上「お問い合わせ」→「村民掲示板」へ

・あわくら会館内（図書館受付）に設置してある掲示板用紙を投稿箱へ

村民掲示板ページ QRコード

や
り
た
い
こ
と
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
し
た
い
！

協
力
者
募
集
！ 

な
ど
の
声
を
大
募
集
＆
発
信
中
！

● ありがとうございます 連合岡山北部地域協議会　様　　　　　　　　　　寄付

みまさか商工会西粟倉支所（女性部）　　　　　　雑巾
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発行　〒707-0503　岡山県英田郡西粟倉村影石 33-1
　　　西粟倉村役場  総務企画課
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古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と
森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携
により実現した「森の町内会－間伐に寄与する
紙－」を使用しています

黄金泉・元湯 
期限　令和5年12月31日

割引券
黄金泉・元湯 
期限　令和5年12月31日
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期限　令和5年12月31日

割引券
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図書館休館日

村民ソフトバレーボール大会

むらみっけ！文化祭

歩こう大会 8:30 ～受付（若杉天然林）

PICK　UP ！

　岡山県ヤングクラブバレーボールクラブ大会で見
事に優勝を果たし、９月３０日（土）～１０月１日
（日）に大阪府門真市で行われる「第２６回全国ヤ
ングクラブバレーボール大会」に西粟倉中学校２年
生の野田紗希さん ( 岡山シーガルズジュニア所属 )

が岡山県代表として出場しました。
　大会前に役場で行われた激励会では、青木村長は
じめ、役場職員の前で「自分のできることを精一杯
頑張りますので、応援よろしくお願いします。」と
決意表明をしました。（教育委員会）

野田紗希さん激励会


